
第４回講演会 「ヒトに響くキカイのデザイン」 
 

〔協賛：電気学会東海支部、精密工学会東海支部、自動車技術会中部支部、計測自動制御学会中部支部、

日本材料学会東海支部、日本設計工学会中部支部、日本塑性加工学会東海支部〕 

 

開催日：  ２０１5 年 １１月 2 日(月) １４：００～１６：３０ 
会 場：  名古屋工業大学 工学部 23 号館 2323 教室 

（名古屋市昭和区御器所町 JR東海 中央本線鶴舞駅下車 名大病院口から東へ約 600m） 

 
趣 旨： 
 高い機能を持つキカイが世界の至る所に溢れ，人々の生活を次々に変えてきました．このよう
にキカイの機能が充実すると，より使いやすいデザイン，ワクワクするようなデザインが求められる
ようになりました．さらに，これらのキカイに接することで生まれる，新しい体験や心地よい体験を
デザインする時代も始まっています．今回は，身近になった「自動車のデザイン」，あるいはシリア
スな「医療機器（特に，大型の癌治療機器）のデザイン」を追求するお二人のプロフェッショナル
にデザインの現場をご紹介いただきます．  

 
題目・講師： 
14:00～14:05 開会挨拶と講師ご紹介   日本機械学会東海支部 担当幹事 

14:05～15:05 

講演Ⅰ  『「もっといいクルマづくり」に向けたトヨタデザインの戦略とその役割』 

講師： トヨタ自動車 デザイン担当役員 常務理事 澤 良宏 氏 

概要： 近年価値観の多様化により、従来のニッチ商品がメジャー領域に成長し，逆に王道と言
われた企画が衰退するなど，商品開発・デザイン現場ではお客様の期待を超えるために何をす
べきか腐心しています。特に目に見える，手に触れる部位を担当するデザインへの期待は高く，
そのデザイン戦略はますます重要になってきています．今回，トヨタが掲げる「もっといいクルマづ
くり」に向けたデザイン戦略とその周辺活動をご紹介します． 
15:05～15:25 休憩 
15:25～16:25  
講演Ⅱ  『体験をデザインする（医療機器のデザイン）』 
講師： 名古屋工業大学 建築・デザイン工学科 教授 井上雅弘 氏 
概要： 私たちは多くのデザインされたモノに囲まれて生活しています．良いデザインとは何か？
を問い直すと同時に，今のデザインに求められることを考えると，そのモノによって生ずるユーザ
ー体験をデザインすることが重要になってきていると言えます．そうした体験をデザインするため
にはデザイン思考プロセスが有効で，アイディアを視覚化し，プロトタイピングを繰り返すことで，
体験を再現しブラッシュアップすることが可能になりました．今回は大型医用機器の開発を事例と
して，医師・技師・患者の三者の体験をデザインするために，デザイン思考プロセスによる問題解
決の現状，ならびに教育の場で取り組むプロトタイピングと，その中から生まれた事例についても
ご紹介します． 
16:25～16:30 閉会の挨拶   日本機械学会東海支部 担当幹事 
 
定 員: 100 名 

締 切： 2015 年 10 月 26 日(月) 

参加費: 会員 2,500 円，会員外 4,000 円，学生員 1,000 円，一般学生 1,500 円 

当日支払いは＋1,000 円 
 
企画幹事：トヨタ自動車（株） 丹家，名古屋工業大学    北村 
申込先： 右記Web サイトからお申込下さい．（http://www.jsme.or.jp/tk/） 
問合せ先：〒464-8603 名古屋市千種区不老町 名古屋大学工学部機械工学教室内 

日本機械学会東海支部 
電話・FAX (052)789-4494，E-mail：tokaim@nuem.nagoya-u.ac.jp 

http://www.jsme.or.jp/tk/

